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アンケート

それぞれ１つ選んで○をつけてください。

Ｑ１．各大学の活動についてどの程度ご存知でしたか。

①関西大学佐治スタジオ

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

②関西学院大学柏原スタジオ

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

③兵庫県立大学山南スタジオ

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

④神戸大学篠山フィールドステーション

１ よく知っていた ２ 少しは知っていた ３ 全く知らなかった

Ｑ２．各大学の活動発表に興味を持てましたか。

①関西大学佐治スタジオ

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

②関西学院大学柏原スタジオ

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

③兵庫県立大学山南スタジオ

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

④神戸大学篠山フィールドステーション

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的に興味を持てた点・持てなかった点】

【裏面へ続く】

１０．参考資料

(1)アンケート

2010.12.12(SUN)

丹波地域 大学・地域連携４大学合同シンポジウム

（表面）
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Ｑ３．パネルディスカッションについて、内容に興味を持てましたか。

１
非常に興味を

持った
２

少し興味を

持った
３

あまり興味を

持てなかった
４

全く興味を

持てなかった

【具体的な理由】

Ｑ４．お住まいの地域で大学生が活動することを期待しますか。また、何を期待しますか。

（現在の活動について又は将来活動することを想定してお答え下さい。）

１ とても期待する ２
どちらかという

と期待する
３

あまり

期待しない
４

全く

期待しない

【具体的に期待することをお書き下さい】

Ｑ５．本日のシンポジウムについて、ご感想・ご意見など自由にお書きください。

〈最後に〉あなたご自身について、お尋ねします。

住 所

１ 丹波市内 ２ 篠山市内 ３ 兵庫県内の他市町 ４ 県外

性 別 職 業

（ 男 ・ 女 ） （ 学生 ・ 会社員 ・ 公務員 ・ その他（ ））

年 齢

（ １０代 ・ ２０代 ・ ３０代 ・ ４０代 ・ ５０代 ・ ６０代以上 ）

ご協力ありがとうございました。

（裏面）
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《集計結果》

全回答数：56

回答者属性

住 所

丹波市内：１８ 篠山市内：１３ 兵庫県内の他市町：１７ 県外：６ 無回答：２

性 別 職 業

男：３４ 女：１８ 無回答：４ 学生：２０ 会社員：３ 公務員：１２ その他：１６

無回答：５

年 齢

１０代：８ ２０代：１７ ３０代：４ ４０代：６ ５０代：８ ６０代以上：１１ 無回答：２

丹波市内

18 (32%)

篠山市内

13 (23%)

県内他市町

17 (30%)

県外

無回答 2 (4%)

6 (11%)

学生

会社員

公務員

12 (21%)

その他

16 (29%)

無回答 5 (9%)

3 (5%)

20 (36%)

10 代 8 (14%)

20 代

30 代 4 (7%)

40 代 6 (11%)

50 代 8 (14%)

60 代以上 11 (20%)

17 (30%)

無回答 2 (4%)

男

34 (61%)
18 (32%)

無回答 4 (7%)

女
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Ｑ１．各大学の活動についてどの程度ご存知でしたか。

Ｑ２．各大学の活動発表に興味を持てましたか。

関西大学

佐治スタジオ

関西学院大学

柏原スタジオ

兵庫県立大学

山南スタジオ

神戸大学

篠山ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝ

１ 非常に興味を持った

２ 少し興味を持った

３ あまり興味を持てなかった

４ 全く興味を持てなかった

無回答

３０

１８

８

０

０

１６

２４

１１

１

４

１１

２７

１４

２

３

２６

２４

３

１

３

【具体的に興味を持てた点（○）・持てなかった点（▲）・その他意見（・）】

関西大学

佐治スタジオ

関西学院大学

柏原スタジオ

兵庫県立大学

山南スタジオ

神戸大学

篠山ﾌｨｰﾙﾄﾞｽﾃｰｼｮﾝ

１ よく知っていた

２ 少しは知っていた

３ 全く知らなかった

無回答

１５

２０

２１

０

１６

２１

１９

０

８

１７

３１

０

７

１５

３４

０

15 16
8 7

20 21

17
15

21 19

31 34

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

関大 関学 県立大 神大

100%

関大 関学 県立大 神大

30

16
11

26

18

24

27

24

8

11 14

1 2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

4

3
1
33

非常に興味を持った 少し興味を持った あまり興味を持てなかった

まったく興味を持てなかった 無回答

よく知っていた 少しは知っていた まったく知らなかった
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①関西大学佐治スタジオ

○空き家改修・活用（１１件）

○地域に根付いた活動（４件）

○大学が関わる意義を感じた（２件）

○地域住民との交流の多さ（２件）

○住民と一体となったまちづくり（３件）

○佐治倶楽部

○同じ地域に住んでいるので興味深い

○単位取得できる

▲難しかった（２件）

▲交流の様子があまり見えない

▲存在の理解があまい

・参考になる

・実施者が見えない

②関西学院大学柏原スタジオ

○まちの分析、魅力の再発見（２件）

○地域イベントへの参加（２件）

○ＫＧカフェ・スタジオの活用（２件）

○地元との交流

○大学が関わる意義を感じた

○中心市街地活性化

○学生と地域の連携がスムーズ

○学生が積極的に提案している

○単位取得できる

▲活動がわかりづらい（２件）

▲地元への効果がわからなかった（２件）

▲目標と手段がマッチしていない

▲住んでいる所からは遠いから

▲商店街のみに特化されている

▲やる気をあまり感じない

▲難しかった

・地域側が成果を急ぐあまり学生のプレッ

シャーになっている

・テーマの絞り込み

・地域の巻き込み方が課題

・実施者が見えない

③兵庫県立大学山南スタジオ

○恐竜化石をいかしたまちづくり（６件）

○これからどうなっていくのか（５件）

○全県キャンパス構想 （２件）

○授業で来丹してくれている

○充実した拠点整備

○大学が関わる意義を感じた

▲漠然としている

▲難しかった

▲もっと地域との連携を考えるべき

・拠点の活用を

・実施者が見えない

・他にも県内にサテライトを設置してほしい

・何をするのか決めずにスタジオを設立した印象を受けた

④神戸大学篠山フィールドステーション

○活動内容、学習カリキュラム（９件）

○自分たちが関わっていることだから（４件）

○活動が具体的（３件）

○農業を切り口としている点（２件）

○学生が農業に携わっている点（２件）

○地域との関わり（２件）

○今後の拠点の活用

○戦略的にメリットを得ようとしている点

○自分の地域に応用したい

○卒業後も関わってくれそう

○同じ篠山に住んでいるから

○共に学ぶ姿勢

○目玉がない点（農地のみ）

▲長期的な視点が足りない

・篠山に限らず丹波でも活動して欲しい

・学生と地域の理解が必要
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Ｑ３．パネルディスカッションについて、内容に興味を持てましたか。

１ 非常に興味を持った ２０

２ 少し興味を持った １８

３ あまり興味を持てなかった ６

４ 全く興味を持てなかった １

無回答 １１

【具体的な理由、意見】

・他大学の取り組みを知ることができた、比較することができた（８件）

・地域の特色を踏まえた連携の必要性を感じた（４件）

・パネリストのエピソードが興味深かった（４件）

・関わり方、それぞれの役割について参考になった

・会場からの意見に（２件）

・学生が農業に興味を持ってもらえる可能性を感じた

・難しかった（３件）

・地元は学生が思う以上に金銭面、ビジネス面でシビアだと感じた

・大学と地域の論点がずれているときがあった

・時間切れで議論が深まらず残念（３件）

・こういう機会を年に１～２回設けて欲しい

Ｑ４．お住まいの地域で大学生が活動することを期待しますか。また、何を期待しますか。

（現在の活動について又は将来活動することを想定してお答え下さい。）

１ とても期待する １７

２ どちらかというと期待する １８

３ あまり期待しない ４

４ 全く期待しない ２

無回答 １５

【具体的に期待することをお書き下さい】

・地域内の関係性を再構築するきっかけづくり

・地域住民との交流

・イベントを実施する際に若者の知恵と行動力を借りたい

・若い感覚、新しい視点での提案（４件）

・高校生や次世代と高齢者世代の橋渡し（２件）

・大学との交流により自分たちも何かを知る

・地域の魅力の再発見（２件）

・賑わいの創出、商店街の活性化（２件）

・継続的な活動（２件）

・行政との話し合い、意見交換

・新しい時代に対応した地域づくり

・まちづくり

・農業の担い手になってもらうこと

・協働

▲あまり変わらないと思う

▲関わり方による

▲学生がいる地域なので必要ない

(36%)

(32%)
(11%)

(2%)

無回答 (19%)

少し興味を持った

あまり興味を

持てなかった

まったく興味を
持てなかった

非常に興味を持った

(31%)

あまり期待しない (7%)

無回答 (26%)
とても期待する

期待する (32%)

どちらかというと

(4%)

全く期待しない



58 

Ｑ５．本日のシンポジウムについて、ご感想・ご意見など自由にお書きください。

・具体的な活動について知ることができ、有意義だった（９件）

・もっと学生が前に出るべき（３件）

・大学と地域の連携の必要性を感じた（２件）

・住民として活動に協力したいと感じた（２件）

・今後も開催して欲しい（２件）

・説明が難しい部分があった（２件）

・持続的な関係づくりが大切だと感じた

・丹波市に偏っていた

・行政からも話をしてほしかった

・地域側からの主体的な関わり・アプローチが求められていると感じた

・地域連携に一番必要なのはコーディネートであり、コーディネーターの人材育成が大切。

・次回からはテーマの絞り込みをしてほしい

・誰もが変わらないと目標は達成できないと感じた

・大学と地域だけでなく行政も含めた三者の合意がないと始まらない

・なぜ丹波が活動のフィールドになるのか知りたいと思った

・柏原での取り組みの前向きさを強く感じた

・篠山の若手グループの未来感が印象的だった

・丹波地域の活力を感じた

・イメージが変わった

・活動には補助金が必要だと感じた
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(2)実行委員会

大学・地域連携４大学合同シンポジウム実行委員会会則

（名 称）

第１条 この会は、大学・地域連携４大学合同シンポジウム実行

委員会（以下「実行委員会」という。）という。

（目 的）

第２条 実行委員会は、丹波地域において大学が地域と連携して

行うまちづくりや農業等に関する活動の発信及び大学と地域

の連携の発展を目的とした「大学と地域の連携に関する４大学

合同シンポジウム」の実施に関する企画調整及び進行管理を行

い、適切かつ円滑に遂行することを目的とする。

（事 業）

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる

事業を行う。

（１）企画及び事業計画の策定に関すること

（２）総合調整及び進行管理に関すること

（３）広報活動の推進に関すること

（４）その他必要な事項

（構成員）

第４条 実行委員会は、別表に掲げる者をもって構成する。

（役 員）

第５条 実行委員会に、会長１名、副会長１名を置く。

２ 会長は、委員の互選によりこれを定め、副会長は委員の中か

ら会長が指名する。

３ 会長は、実行委員会を代表し、会務を総括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長が不在のとき、または会長に

事故があるときは、その職務を代行する。

（会 議）

第６条 実行委員会の会議は、必要に応じて会長が招集し、会長

がその議長となる。

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くこと

ができない。

３ 委員が、事故その他やむを得ない理由により会議に出席でき

ないときは、あらかじめ会長の承認を得て、代理人を出席させ

ることができる。

４ 実行委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の

時は議長の決するところによる。

（会長の専決処分）

第７条 会長は実行委員会を招集するいとまがないとき、又は本

会の権限に属する事項で簡易なものについては、これを専決処

分することができる。

２ 前項の規定により専決処分したときは、会長は、これを次の

実行委員会において報告し、その承認を求めなければならない。

（謝金）

第８条 学識経験者である委員が会議その他の委員会の業務に

従事したときは、別に定めるところにより、謝金を支給する。

（旅費）

第９条 学識経験者である委員が委員会の業務を行うために、会

議に出席し、又は旅行したときは、旅費を支給する。

２ 前項の旅費の額は、職員等の旅費に関する条例（昭和３５年

兵庫県条例第４４号）の規定により行政職６級の職務にある者

に対して支給する額に相当する額とする。

（事務局）

第 10 条 実行委員会の事務局は、兵庫県丹波県民局丹波土木事

務所まちづくり建築課に置く。

２ 事務局長は、兵庫県丹波県民局丹波土木事務所まちづくり建

築課長の職にある者をもって充てる。

（補 則）

第 11 条 この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関

し必要な事項は、会長が別に定める。

附 則

この会則は、平成２２年１０月８日から施行し、平成２３年３

月３１日限りで失効する。

別 表

大学・地域連携４大学合同シンポジウム実行委員会委員 （順不同）

氏 名 分 野 所属団体・役職名 備 考

江 川 直 樹 学識経験者 関西大学 環境都市工学部 教授 会長

角 野 幸 博 学識経験者 関西学院大学 総合政策学部 教授 委員

田 原 直 樹 学識経験者 兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授 副会長

高 田 理 学識経験者 神戸大学大学院 農学研究科 教授 委員

平 野 斉 行政 篠山市 政策部長 委員

中 川 泰 一 行政 丹波市 企画部長 委員

近 藤 俊 幸 行政 丹波市 産業経済部長 委員

北 中 五 雄 行政 兵庫県 丹波県民局丹波土木事務所 まちづくり参事 委員

＜事務局＞ 丹波県民局 丹波土木事務所 まちづくり建築課長 瀬尾 保志
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(3)活動報告パワーポイント資料

《関西大学 TAFS 佐治スタジオ》
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《関西学院大学柏原スタジオ》
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《兵庫県立大学山南スタジオ》
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《神戸大学篠山フィールドステーション》
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